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ワナゲ大
会

さくらん
ぼ

第６回

　第６回社会福祉協議会会長杯さく
らんぼワナゲ大会を６月１日、市民
体育館で開催しました。全６９チーム、
総勢４０５名が参加され熱戦を繰り広げ
ました。大会６回目にして初のパー
フェクト達成者が誕生しました。

中郷６５ふれあい元気サロンＡチーム

菅 野  き く  さん

パーフェクト賞達成
おめでとうございます

パーフェクト
達成の瞬間

団体の部
優　勝　中郷６５ふれあい元気サロンA
準優勝　幸生さわやかクラブA
第３位　中郷６５ふれあい元気サロンB
最高年齢賞
男　子　中川佐久助 94歳（寒河江）
女　子　高橋　智子 91歳（白　岩）
　　　　石山　良子 91歳（身障協会）

個人男子の部
第１位　郷野　茂夫（身障協会）
第２位　菅野　俊彦（柴　橋）
第２位　後藤　邦男（柴　橋）
個人女子の部
第１位　菅野　きく（柴　橋）
第１位　佐竹　規江（柴　橋）
第３位　渡辺　ヒロ（白　岩）
ブービー賞
男　子　佐藤　　洋（高　松）
女　子　成沢いせ子（白　岩）

［敬称略］

大 会 成 績■平成３０年度事業計画と予算･････ ２，３
　社協会費のお願い
■平成２９年度事業報告と決算･････ ４，５
■見守りネットワーク事業
　地区社協役員紹介･････････････････ ６
■地域福祉推進員紹介･･･････････････ ７
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収　支　予　算
単位：千円

〈支出〉
207,882
〈支出〉
207,882

会費収入 14,212会費収入 14,212
負担金収入 5,890負担金収入 5,890

介護保険事業収入
105,324

介護保険事業収入
105,324

障害福祉サービス事業収入
5,896

障害福祉サービス事業収入
5,896

その他の収入 10,885その他の収入 10,885

事業収入 2,825事業収入 2,825

受託金収入
53,855
受託金収入
53,855

補助金収入 5,831補助金収入 5,831

共同募金配分事業 6,128

介護事業
102,491
介護事業
102,491

施設運営
管理事業
37,119

施設運営
管理事業
37,119

地域福祉事業
　　 62,144
地域福祉事業
　　 62,144

共同募金配分収入
6,128

〈収入〉
210,846
〈収入〉
210,846

社
会
福
祉
協
議
会

�

会
費
納
入
の
お
願
い

平成30年度 事業計画と予算平成30年度 事業計画と予算

事　　業　　計　　画

〈重点事業〉
1.地区社協活動の活性化の推進
2.地域見守りネットワーク事業の定着と充実
3.生きがい・交流の場づくりの推進

4.介護事業のサービスの充実と安定経営
5.指定管理者受託施設の企画事業の充実と
　 利用者の増加

●�

支
え
あ
い
助
け
あ
う
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す

　

○
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

○
食
の
自
立
支
援
（
ふ
れ
あ
い
給
食
）
事
業

　

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　

○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
と
配
分

　

○
避
難
者
生
活
相
談
支
援
事
業

　

○
善
意
銀
行
事
業

　

○
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携

●
出
会
い
や
交
流
の
場
を
広
げ
ま
す

　

○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

○
ワ
ナ
ゲ
大
会
の
開
催

　

○��

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
の
開
催（
春
・
秋
）

　

○
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催

　

○�

身
体
障
が
い
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

開
催

●
身
近
な
地
域
の
福
祉
活
動
を
進
め
ま
す

　

○
地
区
社
協
の
活
動
支
援

　

○
地
区
社
協
代
表
者
会
議
の
開
催

　

○
町
会
の
福
祉
活
動
支
援

　

○
児
童
遊
園
整
備
補
助
金
交
付
事
業

　

○
福
祉
バ
ス
運
行
管
理
事
業

●�

心
配
ご
と
の
相
談
や
自
立
し
た
生
活
を
支

援
し
ま
す

　

○�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
（
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
）

　

○
ふ
れ
あ
い
相
談
所
設
置
事
業

　

○
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
収
集
と
情
報
誌
の
発
行

　

・
中
高
生
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
の
支
援

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
交
流
と
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
の
開
催

　

・
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

　
　

（
さ
が
え
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進
事
業

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出
事
業

　

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
営
事
業

　

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連

絡
会
の
開
催

　

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
営
訓
練

　

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
協
力
者

養
成
講
座
の
開
催

　

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
協
力
者
の
登
録

●
新
し
い
力
を
育
て
ま
す

　

○
福
祉
教
育
推
進
事
業

　

○�

小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

　
　

（
さ
が
え
っ
こ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

　
　

〔
再
掲
〕

　

○
福
祉
出
前
講
座

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
〔
再
掲
〕

　

○
福
祉
活
動
応
援
助
成
事
業

●�

わ
か
り
や
す
い
広
報
と
情
報
の
発
信
に
つ

と
め
ま
す

　

○�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る

情
報
発
信

　

○
広
報
誌
「
愛
さ
ぽ
ー
と
」
の
発
行

●
市
民
参
加
型
事
業
を
展
開
し
ま
す

　

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

〔
再
掲
〕

　

○
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
事
業

　

○
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
大
会
の
開
催

　

○
福
祉
功
労
者
の
表
彰

●
介
護
事
業

　

○
指
定
介
護
事
業
所
の
運
営

　

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

○
ほ
の
ぼ
の
支
援
事
業

　

○
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　

○�

介
護
予
防
生
き
が
い
活
動
支
援
事
業
（
い

き
活
サ
ン
）

●
指
定
管
理
者
受
託
施
設
の
管
理
運
営

　

○�

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
は
ー
と
）

管
理
運
営

　

○�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
管
理
運
営

●
法
人
の
管
理
運
営

　

○
法
人
の
管
理
運
営

　

○
財
務
、
人
事
管
理

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、『
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』を
め
ざ
し
、多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
会
費
は
、
市
社
協
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、

事
業
の
充
実
や
推
進
に
、大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
⃝�

各
世
帯
の
皆
様
へ
の
会
費
納
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

住
ま
い
の
町
会
長
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
⃝�

企
業
・
事
業
所
等
の
皆
様
に
は
、
市
社
協
よ
り
、
直
接

お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、
法
人
税
や
所
得
税
・

住
民
税
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

各
世
帯
の
皆
様
へ

　

一
般
会
員
会
費　

年
額�

１
，
２
０
０
円

　

賛
助
会
員
会
費　

年
額�

２
，
０
０
０
円
以
上

の
ど
ち
ら
か
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
業
・
事
業
所
等
の
皆
様
へ

　

賛
助
会
員
会
費　

年
額�

５
，
０
０
０
円
以
上
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・匿名 様　�……………………  １００，０００円
・匿名 様　�………………………  5０，０００円
・匿名 様　�………………………  ２９，９２7円

・玉虫エコクラブ�代表�髙橋正吾 様 �…  １１，7９6円
・カーブス寒河江 様 ………………… 食料品１２０㎏

（市内福祉施設２か所に贈呈）

　下記の方々よりご寄付をいただきました。ご趣意に
そって有効に活用させていただきます。
　皆様のご厚情に心よりお礼申しあげます。

（平成30年２月１日～平成30年６月30日　までのご寄付を掲載しています。）

　社会福祉協議会では、年間を通して寄付を受
け付けています。
　寄付金には、所得税・住民税・法人税等の所
得控除が認められています。優遇税制をご利用
いただき、ぜひご支援をお願いいたします。

あたたかい善意ありがとうございます

カーブス寒河江　様
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地域見守りネットワーク事業

福祉教育推進事業

介　護　事　業

ボランティアセンター運営事業

福祉出前講座 小学生ボランティア活動推進事業

福祉活動応援助成事業

災害ボランティアセンター設営事業

地区社協の活動支援 共同募金運動（10 月〜 11 月）

歳末たすけあい運動（12 月）

児童遊園整備事業

福祉バス運行管理事業

日常生活自立支援事業
利用者２３名に対して延べ２46件支援
（金銭管理）

各町会に地域福祉推進員を設置し、見
守りが必要な世帯に見守り・声がけな
どの安否確認を実施
◦�設置町会　　　２００町会
◦�見守り対象者　３77名
◦�推進員数　　　２5０名
◦�研修会（４/２7、１２/４）

推進員研修会

春の小旅行 秋のいも煮会

たすけあい資金貸付事業
２９年度貸付件数　２件

生活福祉資金貸付事業
２９年度貸付件数
◦生活支援費�１件��◦福祉費　���１件
◦緊急小口資金�２件��◦教育支援費�５件
◦就学支度費�５件

ふれあい相談所設置事業
市民の悩みごとの相談窓口として常設
（相談件数6０件）

市内小・中・高校と地域との協働によ
る福祉教育を推進
（小学校８校、中学校３校、高校１校
実施）

まちなかサロン事業
市民が気軽に集い交流できる「ふれあいカフェ」を開設
◦「ふれあいカフェまちかど」
　フローラさがえに
　毎週木曜日開設
◦「ふれあいカフェふらっと」
　元町だんご店跡に
　毎週水曜日開設

○介護事業所の運営
　◦訪問介護事業所（利用者��延べ１，１１９名）
　◦訪問入浴介護事業所（利用者��延べ２44名）
　◦居宅介護支援事業所（利用者１，84３名）
○ほのぼの支援事業（利用者��延べ９6名）
○生活支援ホームヘルパー派遣事業（利用者��延べ6２名）
○障がい福祉サービス事業所の運営（利用者��延べ88名）
○介護予防生きがい活動事業（利用者��延べ３，３２5名）
　〈ミニデイサービス事業〉

指定管理者受託施設の管理運営事業
◦�老人福祉センター及び屋内ゲートボール場管理運営
◦�総合子どもセンター管理運営
　（２９年度利用者数）
　　　老人福祉センター　　 5，９１２名
　　　屋内ゲートボール場　 4，48３名
　　　総合子どもセンター　46，667名

◦中高生福祉ボランティア体験
　（7/２２～8/２０　延べ１０4名）
◦ボランティアフェスティバル
　（１１/１１　47３名）

◦ボランティア養成講座
　（３/１０　２5名）

�式典及び各種催し物コーナーを開設
◦�町会長１名、地区社協１名、
　地域福祉活動１３名、
　給食ボランティア５名を表彰
◦�大泉逸郎『トーク＆コンサート』
　（８/２6
　　　３5０名）

実施件数　８件 ボランティア活動１回当たり１ポイン
ト付与

１０ポイント達成賞
　◦南部小学校　　１名
　◦寒河江小学校　２名

�市内福祉団体が行う事業や活動機器整
備に助成金を交付
◦�バルーン団
◦さがえ「童謡をうたうさくらの会」

◦災害ボランティア支援ネットワーク
　連絡会（６/２９、1１/２4　延べ２１名）
◦災害ボランティアセンター設営訓練
　　事前打ち合わせ会議（９/１３）
　　訓練実施（１０/１　２２名）

◦災害ボランティアセンター運営協力
　者養成講座（２/２4　１4名）
◦�災害ボランティアセンター運営協力
者登録（２5名）

◦８地区社協の事業実施を支援
◦�地域福祉活動の推進を図るため、
地区社協会長、副会長会議を開催

（5/２4、3/１３）

募金総額　5，００９，１4１円

募金総額　２，7３7，００5円

避難者生活相談支援事業

ふれあいいきいきサロン事業 ひとり暮らし高齢者の集い事業

食の自立支援事業（ふれあい給食）

生活支援相談員２名を配置し、東日本
大震災による市内避難者を支援

�高齢者等の憩いの場『ふれあいサロン』
を市内１6ヶ所で開設
　・中央地区ふれあいサロン
　・若葉町さくらサロン
　・舟橋１・１会
　・寿町悠々サロン
　・元町ふれあいサロン
　・日の出町サロン「みちくさ会」
　・はつらつ本楯サロン
　・南部コスモス会
　・上野ふれあいサロン
　・南新町２０歳会
　・東新山町ふれあいサロン
　・島ふれあいサロン
　・ぽけっとぴーす
　・曙町サロン会
　・さつき駅前サロン
　・ふれあいサロン柴橋

春は小旅行、秋はいも煮会を開催
　（７/１5　１３5名、１０/１7　１6０名）

シニアパソコン教室開催事業

ホームページ・フェイスブックによる情報発信

広報紙「愛さぽーと」の発行

法人運営事業

65歳以上の方にパソコンの技術を学ん
でもらうとともに、生きがい、仲間づ
くりの交流を目的に開催
◦月曜１０回コース（８/２１～）２０名
◦木曜１０回コース（８/２4～）２０名

ワナゲ大会開催事業
高齢者の健康増進と相互親善
を図るため開催
（６/１　6９チーム　4０１名）

本会活動を周知し、情報を広く発信するため、
ホームページ・フェイスブックを開設

「愛さぽーと」１０１号・１０２号・１０３号を発行し、
全戸配布

◦理事会の開催　　３回
◦評議員会の開催　２回
◦評議員選任委員会の開催　１回
◦企画総務委員会の開催　１回
◦監査の実施　１回

身体障がい者のための
パソコン教室開催事業

〔第１回〕１１/２7、１１/２8　１０名
〔第２回〕３/１5、３/１6　１２名

ひとり暮らし高齢者等へボランティ
アによる手づくり給食を週３回提供
するとともに配達時に声がけなどの
定期的な見守りを実施
◦宅配回数　１4１回
◦宅配食数　１２，8１０食

市内６ヶ所の児童遊園で整備を実施、
その経費に対して補助金を交付

�福祉バス運行　２１０件

平成29年度
事業報告  と決算

福祉と健康のまち大会開催事業

会費収入
14,215,200
会費収入
14,215,200

経常経費補助金収入
5,772,000

経常経費補助金収入
5,772,000

受託金収入
53,848,000
受託金収入
53,848,000収入収入

事業収入
2,524,970
事業収入
2,524,970

負担金収入
4,889,400
負担金収入
4,889,400

共同募金配分金収入
6,145,359

共同募金配分金収入
6,145,359

介護保険収入・
障害福祉サービス収入
108,794,974

介護保険収入・
障害福祉サービス収入
108,794,974

その他の収入
10,339,882
その他の収入
10,339,882

206,529,785206,529,785

支出支出
198,388,422198,388,422

食の自立支援
（ふれあい給食）事業
11,393,940

食の自立支援
（ふれあい給食）事業
11,393,940
地域福祉活動事業
9,085,660

地域福祉活動事業
9,085,660

共同募金配分金事業
6,145,359

共同募金配分金事業
6,145,359

避難者生活相談支援事業
3,596,940

避難者生活相談支援事業
3,596,940

福祉バス運行管理事業
3,234,655

福祉バス運行管理事業
3,234,655

日常生活自立支援事業
1,878,150

日常生活自立支援事業
1,878,150

生活福祉資金貸付事業
272,204

生活福祉資金貸付事業
272,204

法人運営事業
30,568,966
法人運営事業
30,568,966

介護事業
94,956,281
介護事業
94,956,281

施設運営管理事業
36,879,225
施設運営管理事業
36,879,225

その他の事業
377,042

その他の事業
377,042

単位：円

マークの事業は一部共同募金の配分
を受けて事業を実施しています
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◆�会　長　庄司　　進
◆�副会長　渋谷啓一郎
◆�副会長　高橋　　亘

寒河江地区社協
◆�会　長　安孫子仁志
◆�副会長　渡辺　　章
◆�副会長　渡辺　　寿

南部地区社協

◆�会　長　尾形　賢美
◆�副会長　公平　　滋

西根地区社協
◆�会　長　奥山堅悟郎
◆�副会長　井上　　康
◆�副会長　渋谷　昭儀

柴橋地区社協

◆�会　長　伊藤　秀一
◆�副会長　佐藤喜久雄

高松地区社協

◆�会　長　布川　文雄
◆�副会長　阿部　正幸

醍醐地区社協
◆�会　長　兼子　利春
◆�副会長　大沼　丈夫
◆�副会長　鈴木　栄子
◆�副会長　郷野　正利

白岩地区社協
◆�会　長　渡邉　　満
◆�副会長　船田　幸男
◆�副会長　後藤　政明

三泉地区社協

　

高
齢
者
等
の
見
守
り
を
行
う
「
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
は
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。
各
町
会

で
活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
福
祉
推
進

員
は
、
今
年
度
、
交
代
に
よ
り
新
た

に
委
嘱
さ
れ
た
66
名
を
含
め
２
５
２

名
で
、
対
象
者
３
７
７
名
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
２7
日（
金
）

に
新
任
の
地
域
福
祉
推
進
員
の
研
修

会
を
開
催
し
、
具
体
的
な
活
動
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

見
守
り
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福

祉
推
進
員
・
町
会
長
・
民
生
児
童
委

員
に
よ
る
三
者
懇
談
会
を
開
催
し
、

対
象
者
の
選
定
や
見
守
り
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
、
日
常

的
な
見
守
り
や
定
期
的
な
声
か
け
訪

問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
な
ど
の
高
齢
者
世
帯
に
つ
い

て
、
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
緊

急
事
態
の
早
期
の
発
見
を
図
る
も
の

で
す
。

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
約

１
２
０
０
０
名
で
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
は
、約
１
３
０
０
名
い
ま
す
。

今
後
、
見
守
り
の
必
要
性
は
、
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
事
業
の
充
実
を

図
り
地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

寒
河
江
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

寒
河
江
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

寒
河
江
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

地
域
福
祉
推
進
員
の
活
動

寒河江警察署より  感 謝 状 受 賞

寒 河 江 地 区
洲 崎 柿 崎 　 篤
六 供 町 １ 上 村 裕 司
六 供 町 ２ 山 田 宏 一
六 供 町 ３ 中 川 　 照

３ 高 橋 清 七
緑 町 １ 髙 橋 浩 子
緑 町 ２ 荻 野 光 彦
緑 町 ２ 宇 野 忠 志
緑 町 ３ 兼   子   利 喜 雄
緑 町 ４ 安 孫 子   志 津 子 
仲 　 田 木 村 豊 次
仲 　 田 木 村 二 男
西 寒 河 江 大 沼 悦 子

4 後 藤 善 幸
5 光 位 和 夫
6 大 沼  勇
8 鈴 木 央 子

上 　 町 佐 藤 裕 之
八 幡 町 山 本 洋 一
長 岡 町 佐 竹 俊 一
山 岸 南 安 彦  浩
山 　 岸 荒 木 繁 蔵
石 　 持 大 沼 敏 子
石 持 ２ 渡 邉 正 敏
丑 町 １ 犬 飼  誠
丑 町 ２ 高   橋   さち子
横 　 町 阿 部 正 夫
新 町 １ 館 野 房 男
新 　 町 渡   辺   兵 一 郎

20 武  田  　  亨
21 守 　 彦 太

西 の 町 大 久 保   晴   二
駅 前 １ 木 村 武 夫
駅 前 ２ 佐  藤     孝  
２ ５ の 甲 江 口 亮 一
幸 　 町 森 田 龍 司
十 日 市 場 荒 木 藤 子

27 石 川 　 猛
道 場 小 路 安 孫 子   良   一
南 　 町 宇 津 井   友   裕
丸 　 内 槙 　 　 　 貞 　 男
矢 の 目 豊 嶋 萬 栄

34 鈴 木 　 博
3 5 兼 子 榮 子
七 日 町 阿 部 信 雪
ほ な み 仁 藤 晴 也
東 内 楯 斉 藤 　 清
中 内 楯 阿 彦 忠 之
南 内 楯 三   瓶   由 利 子
新 　 宿 安 孫 子   利   晴
桜 小 路 佐   藤   美 智 子
越 井 坂 １ 今 野 常 彦
越 井 坂 ２ 久 保 田   克   己
東 新 山 大 沼 良 雄
東 新 山 瀬 野 義 昭
東 新 山 高   橋   ま り 子
越 井 坂 ３ 志 田 健 治
越 井 坂 ３ 安 藤 昌 則
新 　 山 京 　 谷 　 　 　 弘
高 田 団 地 鈴 木 幸 子
末 広 町 １ 木 村 憲 一
末 広 町 ２ 沖 津 末 廣
末 広 町 ３ 斉 藤 新 一
末 広 町 ４ 神 尾 光 一
栄 町 １ 荒 木 信 子

栄 町 １ 市 村 貞 子
栄 町 ２ 阿 部 敏 子
栄 町 ２ 大 江 洋 子
栄 町 ２ 阿 部 禎 美
さ く ら 町 阿 部 秀 克
み ず き 安 食 正 人
み ず き 渡 辺 洋 司
み ず き 鈴   木   美 佐 子
日 の 出 町 松 田 誠 悦
日 の 出 町 大   沼  か つ 子
中 央 １ 渡   辺   喜 代 一
中 央 １ 佐   藤   真 由 美
中 央 ２ 飯 野 常 男
中 央 ３ 片 桐 勝 元
中 央 ３ 阿 部 睦 夫
中 央 ４ 鈴 木 　 隆
中 央 ５ 千 石 弘 子
陵 南 町 １ 佐 藤 　 哲
陵 南 町 ２ 柴 田 祐 子
陵 南 町 ３ 長 岡 征 弘
陵 南 町 ３ 田 井 直 樹
舟 橋 ２ 片   桐   満 喜 男
舟 橋 東 佐 藤 順 一
舟 橋 西 大 場 直 藏
舟 橋 西 安 藤 圭 子
舟 橋 西 伊   藤   一 二 美
舟 橋 中 會   田  　  　 茂 
舟 橋 南 庄   司 　   　 進
舟 橋 南 小 関 利 昭
元 町 １ 齋 藤 善 寛
元 町 ２ 雫 　   文  男
元 町 ３ 奥 山 薫 雄
元 町 ４ 渡 辺 敏 勝
元 町 ５ 高 橋 勝 昭
元 町 ６ 荒 木 春 吉
元 町 ７ 安孫子      努
元 町 ８ 阿 部 友 二
元 町 ９ 細 谷 正 實
元 町 １ ０ 遠 藤 隆 志
美 原 町 １ 古 沢 良 彦
美 原 町 １ 田 中 一 夫
美 原 町 ２ 安 達 伸 一
美 原 町 ２ 大 沼 一 男
若 葉 町 １ 大 森 静 子
若 葉 町 ２ 伊  藤  　  誠
若 葉 町 ３ 守 　 　 隆  雄

南 部 地 区
本 楯 １ 鹿   島   喜 代 治
本 楯 ２ 安 孫 子      徹
本 楯 ３ 児 玉 　 崇
本 楯 ４ 椎 名 新 一
本 楯 ５ 菅 野 邦 広
花 　 楯 五 十 嵐   敏   則 
高 田 新 町 大 泉 高 利
高 屋 １ 古 城 好 子
高 屋 １ 今 井 正 道
高 屋 １ 佐   藤   紀 枝 子
高 屋 ２ - １ 辻 　   俊  行
高 屋 ２ - ２ 鈴 木 篤 子
高 屋 ３ 横 倉 孝 澄
高 屋 ３ 武 田 明 弘
高 屋 ４ 佐 藤 友 紀
西 浦 １ 林 　 正 彦
島 　 １ 大 泉 雅 志
島 　 ２ 佐 藤 恵 子
泉 　 町 若  月 　   勉

南 新 町 井 上 若 子
南 新 町 伊 藤 容 子
島 　 ５ 古 城 良 子
曙 　 町 佐 藤 和 利
曙 　 町 鈴 木 貞 子
寿 　 町 瀬 尾 孝 蔵
寿 　 町 沖 津 悦 子
皿 沼 １ 五 十 嵐   春   雄
皿 沼 ２ 丹   野   伊 三 朗
皿 沼 ３ 今 田 英 雄

西 根 地 区
東 　 町 卯 月 恒 行
君 田 町 工 藤 俊 明
住 吉 町 小 野 眞 悦
十 二 小 路 渡 辺 正 博
十 二 小 路 小 野 国 昭

仲 小 野 高 良
北 渡 辺 浩 行

石 　 川 佐 藤 節 子
石 　 川 小 野 恵 子
下 河 原 上 加 藤 友 康
下 河 原 下 堀 　 輝 善
宝 　 西 犬 飼 貞 雄
宝 　 東 斎   藤   み さ 子
高 　 貝 国 井 政 光
城 之 内 宇 津 井   政   義
高 　 田 高   橋   多 賀 司
馬 　 寄 伊 藤 利 夫
田 　 中 鈴 木 久 司
ひがし団地 奥   山   ユ キ 子

柴 橋 地 区
柴 橋 １ 安 食 政 弘
柴 橋 １ 齋 藤 直 樹
柴 橋 ２ 結 城 利 春
柴 橋 ２ 鈴 木 光 也
柴 橋 ３ 菅 野 治 嘉
柴 橋 ３ 佐 竹 芳 彦
柴 橋 ４ 佐 藤 俊 二
柴 橋 ４ 佐 藤 和 好
柴 橋 ５ 安   食   忠 太 郎
落 衣 １ 渡   辺   美 智 子
落 衣 南 町 松 田 　 優
落 衣 南 町 阿 部 若 子
内 の 袋 鈴 木 重 夫
木 の 沢 羽 柴 良 浩
松 川 東 犬   飼 　   　 学
松 川 西 小   林 　   　 薫
金 谷 １ 柏 倉 茂 夫
金 谷 ２ 若 木 伸 一
金 谷 ３ 滝   川 　   　 博
金 谷 ４ 大 沼 一 昭
金 谷 ５ 水 多 一 雄
中 郷 １ 菅 野 長 策
中 郷 ２ 後 　 藤 　 と き 子
中 郷 ３ 菅 野 安 彦
中 郷 ４ 後 藤 幹 雄
中 郷 ５ 後 藤 正 美
中 郷 ６ 安 孫 子     　 宏
中 郷 ７ 鈴   木   多 喜 男
中 郷 ８ 菅 野 正 彦
平 塩 １ 蓮 沼 邦 悦
平 塩 ２ 鈴 木 宏 明
平 塩 ３ 鈴 木 嘉 明
平 塩 ４ 熊 坂 咲 子
平 塩 ５ 大   江   澄 美 子
平 塩 ６ 斎 藤 一 俊

平 塩 ７ 今 野 金 子
平 塩 ８ 奥 山 浩 二

高 松 地 区
米 　 沢 高 　 橋 　 け い 子
米 　 沢 木 村 洋 子
高 　 松 鈴 木 利 和
高 　 松 工 藤 成 子
高 　 松 大 沼 貞 子
鹿 　 島 小 野 秀 夫
鹿 　 島 武 田 利 行
下 八 鍬 小 野 市 男
下 八 鍬 大   沼   美 恵 子
上 八 鍬 木  村  　  喬
上 八 鍬 大   沼   さ と み
臥 竜 橋 兼 子 一 仁
谷 　 沢 川   越   奈 美 子
谷 　 沢 伊   藤   美 代 子
谷 　 沢 加   藤   ス ミ 子
清 助 新 田 安 孫 子   敏   春
清 助 新 田 伊 藤 克 博
清 助 新 田 渋  谷　    勲

醍 醐 地 区
鬼 　 越 北 條 精 一
南 　 坂 大 沼 愛 子
桜 　 橋 花 山 祐 尚
田 　 沢 小   野   ゆ う 子
橋 　 本 加 藤 静 香
下 　 道 冨   澤   美 智 子
新 御 堂 村   上   て え 子
上 　 宿 高 橋 信 一
東 上 宿 佐   藤   恵 美 子
中 　 宿 大 泉 京 子
下 　 宿 大   泉   ツ ヤ 子
箕 　 輪 佐 藤 礼 子

白 岩 地 区
陣 ヶ 峯 板 花 一 憲
新 　 町 大 泉 正 實
新 　 町 土 田 邦 彦
新 　 町 鈴 木 信 也
中 　 町 大 沼 友 勝
中 　 町 野   尻   紀 美 子
上 　 町 土 田 邦 子

麓 秋  場 　   勉
麓 鹿 間 清 藏
楯 松 田 英 逸

留 　 場 大 沼 久 喜
上 　 野 眞   木   タ ケ 子
上 　 野 眞   木   み な 子
宮 　 内 菊 地 正 幸
幸 　 生 山 田 義 紀
幸 　 生 大 沼 昭 治
田 　 代 菖 蒲 盛 一
田 　 代 宮 林 正 行

三 泉 地 区
下 河 原 大   江   美 喜 子
下 河 原 後 藤 弥 生
中 河 原 渡  邉 　   豊
中 河 原 安 達 正 博
上 河 原 大 泉 八 郎
道 　 生 土 田 正 博
雲 河 原 秋 場 正 弘
入 倉 船 田 直 子

合　　計
２０１町会 ２５２名

地域福祉推進員の皆さんよろしくお願いします

〔任期〕平成３０年４月１日～平成３２年３月３１日

　４月４日午後６時頃、徘徊していた8０代の認知
症高齢男性を無事保護したとして、東新山町会の
地域福祉推進員の高橋まり子さんと大沼良雄さん
に寒河江警察署から感謝状が贈られました。
　お二人は、長い時間車道に立っていた男性を不
審に思い、車に乗せ、男性が話した名前や住所を
元に３軒ほど訪ねましたが自宅が見つからず、日
暮れが迫っていたため寒河江署に送り届け、無事
家族の元に帰すことができました。
　お二人の日頃の見守り活動、声がけ活動の実践
が尊い命を救うことができました。

平成3０年度地区社会福祉協議会役員名 • • • •• • • •
［敬称略］
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居宅介護支援事業（ケアプラン作成）

訪問入浴介護（移動入浴）

訪問介護事業（ホームヘルプサービス）

ほのぼの支援事業（社協独自事業）

　介護等のサービスが必要であると市から認定された場合、
本人にあった生活ができるようにお手伝いします。ケアマネー
ジャーが介護についての様々な相談に応じます。また、公的
な介護サービスを受けるために必要な認定申請手続きも代行
します。

　ご自宅での入浴が困難な方に、安全で快適な入浴を提供し
ます。看護師１名とホームヘルパー２名の３名のスタッフが
お伺いし、浴槽をお部屋に運び、室内で入浴を提供します。

　住み慣れた地域・家庭での安心した生活を支援します。安心して任せられる寒河江市社
会福祉協議会の介護サービスをご利用ください。

【サービス提供日・時間】
　月～金曜日の８：３０～１７：１５
� （但し、祝日及び１２/２９～１/３を除く）
　１回１時間程度（祝日の利用については相談に応じます。）

【利用料金】
　１回１，２５０円もしくは２，５００円
� （清拭の場合は８７５円もしくは１，７５０円） 

【サービス提供日・時間】
　月～金曜日の８：３０～１７：１５
（但し、祝日及び１２/２９～１/３を除く）

　ホームヘルパーがご自宅に訪問し、身体介護や生活援助の
日常生活のお手伝いをします。食事介助・入浴介助・排泄・
外出介助・服薬介助などの身体介護、清掃・洗濯・衣類の整理・
調理・買い物・薬の受け取りなどの生活援助を介護サービス
計画に沿ってお手伝いします。

　介護保険のサービスだけでは、在宅
生活に困難を生じる方を対象に、ホー
ムヘルパーを派遣して、移動移乗の介
助や通院等の付添い介助などの身体介
護、調理・買い物・掃除・洗濯や整理整頓・
安否確認等の見守り訪問などのお手伝
いをします。

【サービス提供日・時間】
　�元日を除く全日　６：００～２２：００

【利用料金】
　国の基準額の１割もしくは２割相当額

【対象者】
　�　介護保険被保険者証又は障害福祉サービス受給者証の交
付を受けている方で、利用者本人が、保険給付外の身体介
護や家事援助のサービスを必要とする方

� （交付を受けていない方へは相談に応じます。）
【サービス提供日・時間】　�元日を除く全日
� ８：００～１８：００　

【利用料金】　１時間当たり　１，８００円（平日）
　　　　　　　　　　　　　２，２００円（土日祝）

在宅介護をお手伝いします在宅介護をお手伝いします在宅介護をお手伝いします在宅介護をお手伝いします

　夏休み期間中にボランティアを体験しませんか？
素晴らしい出会いや発見があるかもしれません。
　皆さんの参加をお待ちしています。

◦福祉施設
　…障がいのある人とのふれあい
◦デイサービスなどの高齢者施設
　…高齢者とのふれあい
◦学童保育所・幼稚園
　…子どもとのふれあい
◦点字・手話・要約筆記・傾聴・音訳・語り部
　お話し会、・折り紙・バルーンアート など

期　間  ７月２１日～８月１９日
参加費  ３５０円（ボランティア保険料、市内の方は１７５円）

夏休みボランティア体験
参加者募集！

活動場所や内容は、寒河江市社会福祉協議会
ホームページでご覧ください。
また、学校から配られた水色の
チラシでもご覧いただけます。
（小学４年生以上）

一般相談 日常生活における心配ごと
（来所相談のほか、電話相談もお受けします）
▽毎週水曜日13：00～16：00

法律相談 相続関係、離婚問題など
▽毎月上旬13：30～16：30
（詳しい日時は市報でお知らせします）

行政相談 行政手続きに関する悩みなど
▽毎月第２水曜日13：00～16：00

登記相談 境界線トラブルなど
▽毎月第４火曜日13：00～16：00

　高齢者・子育て世代・若者など、誰でも自由に利用・交流できる
“まちなかサロン”事業に取り組んでいます。おいしいコーヒーを飲
みながらカフェのようにくつろげる居場所を提供するとともに、福祉
に関するチラシを展示し情報発信しています。
　フローラさがえ４階の「ふれあいカフェまちかど」、元町の「ふれ
あいカフェふらっと」に続いて、３ヶ所目として、ハートフルセンター
１階に「ふれあいカフェは～とふる」がオープンします。
　運営ボランティアスタッフが皆様のお越しをお待ちしておりますの
で、どうぞお気軽にご利用ください。

　ふれあいカフェまちかど（毎週木曜日、午前 11時
～午後３時、フローラさがえ４階）、ふれあいカフェ
ふらっと（毎週水曜日、午前 11時～午後３時、元町
自然屋だんご店跡）もどうぞご利用ください。

ふれあいカフェまちなかサロン が
ハートフルセンター内に　オープン　します

　オープニングセレモニーを行います。当日は飲
み物やお菓子を無料で提供します。ボランティア
“アリオン”のギターの演奏会もあります。
　ぜひお越しください。

開 設 日 �毎週月曜日（祝日は休み）
時　　間 �午前１１時～午後３時
場　　所 �ハートフルセンター１階ほのぼのサロン
そ の 他 �ご利用の際、運営協力金として１００

円をお願いします。

♪オープニングセレモニー♪
　日時：７月30日(月) 午前11時～
　場所：ハートフルセンター１階ほのぼのサロン

ふれあい相談所のお知らせ

日常生活のさまざまな問題や悩みの相談に応じます。

☎８６－７
な や む な

８６７《秘密厳守・無料》

場　　所 �ハートフルセンター２階
　　　　　ふれあい相談室（社会福祉協議会内）

７月３０日

ふれあいカフェ は～とふる

気軽に
ご相談ください。
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老人福祉センター
　パソコンの技術の習得と生きがいづくりや仲間づくりの
交流を目的に、65 歳以上の方を対象に、初心者向けのパ
ソコン教室を開催します。
　楽しく気軽にパソコンの技術を
学んでみませんか。
　講師の先生が丁寧にご指導いた
します。ぜひご参加ください。

❖日　時❖　①月曜日・１０回コース（定員２０名）
　　　　　　８月２０日～１１月１２日の毎週月曜日
　　　　　　（９月１7日、９月２4日、１０月８日を除く）
　　　　　　②木曜日・１０回コース（定員２０名）
　�　　　　　８月２３日～１０月２5日の毎週木曜日
　　　　　　・�時間は全コース午前９時から正午まで

❖会　場❖　�市技術交流プラザ（中央工業団地内）
❖対象者❖　�65歳以上でパソコンの基礎を学習したい方
❖参加料❖�　２，５００円�（ワードテキスト代、資料代）
❖内　容❖�　�パソコン操作の基礎（主に初級ワード）
❖持ち物❖　筆記用具等　・�パソコンは会場に設置して

あります。
❖申込み❖�　�８／１０まで電話でお申し込みください。

各コース２０名になり次第締め切ります。
� ☎（８３）３２２０ 

ホームページ・Facebookもご覧くださいホームページ・Facebookもご覧ください〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

寒河江市社会福祉協議会 ☎ 83－3220・FAX 83－3221

☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 85－0915

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所・居宅介護事業所

〒991-0021  寒河江市中央二丁目２番１号
ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

寒 河 江 市 社 協 検索 クリック

お問合せ・お申込みは

※�老人福祉センターでは、毎月みんなで歌った
り、歴史、史跡講座や各種ものづくり、食事
研修会等のいろんな催しを行っています。市
報に掲載していますので是非ご利用下さい。

～落語と腹話術を楽しむ会～
笑いは健康のもと、楽しく笑って元気
に過ごしましょう。

日　　時
平成３０年７月３１日（火）
　第一部　落語公演　午前１０：１０～１１：45
　　　　　出演者：ぎぼうし落語の会
　第二部　腹話術公演　午後１：１5～２：45
　　　　　出演者：全日本あすなろ協会

申込・問合せ
寒河江市老人福祉センター
　☎８７-１３２８　fax�８７-１３３０

日 時

会 場

入場
無料

入場するには、 整理券 が
必要です。

平成30年８月2５日㈯
午後１時開会
寒河江市ハートフルセンター

木 田 俊 之
トーク＆コンサート

寒河江市福祉と健康のまち大会平成30年度

　青森県生まれ。南陽市のレコー
ド会社に在籍し、演歌歌手として
活躍中。筋ジストロフィの難病と
闘いながら歌い続け、聴く人に生
きる勇気と元気を与えている。

❖式典
　表彰式・感謝状贈呈
❖公演�
　�木田俊之氏による
　� トークコンサート
❖展示等
　�各福祉・健康関係団体による

展示および飲食ブース
  整理券配布場所
ハートフルセンター受付、文化センター、
南部・柴橋・西部地区公民館

　どなたでもご参加できますので、お誘いあわせのうえ是非お越しください。

シニアパソコン教室参加者募集
初心者
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